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１．はじめに 

 地域高規格道路をはじめとする、交通量のさほど多くない自動車専用道路（以後「自専道」と呼ぶ）では、

一般的に基本「４車完成」としながらも、「暫定２車」で施工されることが多い。昨今の自専道は、地域産業

の活性化、地域医療の確保（「命の道」）や、災害時の緊急輸送路としての活用に注目が集まっており、事業

効果を高めるため、「完成２車」としての整備形態が多く見られるようになっている。 
暫定２車供用や完成２車供用形態でも「非分離２車線」で計画されることの多いが、レーンディバイダー

（ポストコーン）による簡易分離構造は、正面衝突の危険性を回避できるものではない。このため、供用後

の法定速度が設計速度より低く抑えられることが多く、設計速度との乖離が生じている。ここで、完成２車

線自専道の「設計速度」を「法定速度（制限速度）」に関連づけて、その線形諸元について考察してみる。 
２．設計速度が問題となる線形諸元 

 設計速度が道路線形諸元にもたらすものは、全ての諸元に影響がある。 
最小曲線長；ハンドル操作時間 t=6sec 緩和曲線長；ハンドル操作時間 t=3sec  
最小曲線半径、許容最小パラメータ（クロソイド曲線）、限界曲線半径、曲線部の片勾配 
片勾配の摺付け、制動視距、縦断勾配、縦断曲線（縦断曲線長）など 

その中でも道路計画上、最も関係の深い曲線半径、曲線部の片勾配について考察してみた。 
曲線半径は、道路の平面計画上のＣＰ（コントロールポイント）を通過させるための重要な要素であり、

その大小が道路の建設コストに大きく係わっている。また、曲線部の片勾配（鉄道風によく言われる「カン

ト」）は、走行速度が高くなればなるほど安全に通過するために大きく取っている。そのどちらにも共通する

のが、「走行速度Ｖ」と「タイヤと路面の横すべり摩擦係数μ（ｆ）」である。 
 一般的に，暫定２車線自専道は、「出入り制限された対面交通」であることを主たる理由として法定速度（制

限速度）が「70km/h」に制限されていることが多く、設計速度 80km/hより低くなっている。道路計画にお
いて、法定速度を設計速度とすることによる建設コスト的なメリットはあると考えられ、地形になじみやす

い平面線形、縦断線形とするため、極力小さい曲線半径を選択したい。また、設計速度の 10km/hの違いが
端的に出る例として、最小曲線半径を考えてみると、次のようになる。 
例えば、最小曲線半径の算出に同じ横すべり摩擦係数ｆを使っても、以下のような結果になる。 

 【比較条件】 f = 0.12  i = 6% (特例 10%)   
※ｆ値は快適性より f=0.15～0.10とされており、V=80km/hでは、f=0.12  

V=80km/h  Rmin=280m (特例 Rmin=230m) → V=70km/h  Rmin=220m (特例 Rmin=180m) 
 Rmin= V^2 / 127･(i+f) より算定した結果が、道路構造令の解説と運用 P.314 表 3-4に示されている。 

つまり、設計速度を 10km/h下げることにより、より小さな曲線半径を使用できるため、山間部の平面線形
の選択において自由度が向上するで、建設コストを抑制する効果が考えられる。 
３．設計速度と曲線半径、片勾配の関係 

 速度と曲線半径、片勾配の関係は、「道路構造令の解説と運用」にある次式で表される。 
  R = V^2 / 127･(ｉ＋ｆ)  Ｒ；曲線半径(m)     Ｖ；走行速度(km/h) 

ｉ；路面勾配（片勾配）ｆ；横すべり摩擦係数 
上記式を見る限り、曲線半径Ｒは「設計速度の２乗に比例し、路面勾配と横すべり係数の和に反比例する」

というようになっている。 
 つまり、設計速度を 80km/hとして設計した道路を、法定速度 70km/hで走行した場合は、 
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   80＾2 = 6400    70^2 = 4900  → 6400 / 4900 = 1.306 倍の曲線半径になっている。また、横すべ
り摩擦係数ｆが同じとした場合、曲線部に付する片勾配は小さくて済むことになる。曲線半径に関係する必

要曲線長（最小曲線長）についても、「最低６秒」の規定長から、設計速度が下がれば確保するのが容易にな

ることがわかる。 例 80km/h Lmin=140m  70km/h Lmin=120m Lmin=V*(1000/3600)*6sec 
 また、片勾配については下表（表-1）に示すように、曲線半径が小さいほど横すべり摩擦係数ｆ値を大き
くしており、直線では f=0 としている。設計速度 70km/hについては試算してみた結果を表 1-1に示す。 

 
 設計速度の区切りは、一般道路に適用される 20～60km/hまでは 10km/h毎に設定されているが、自専道
に適用される 60km/h以上に関しては 20km/h毎に設定されており、暫定２車線自専道及び完成２車線自専
道で法定速度とされている 70km/hの設定はない。 
 自専道設計においては、最低設計速度は 80km/h であり、第１種第４級においてのみ，60km/h の標準設
計速度が存在する。（第１種第３級の特例速度として，同様に 60km/hはあるが） 
 つまり、現時点では自専道計画をする段階においては、「設計速度 80km/h」を満足する線形を選択せざる
を得ず、山間部の急峻な地形への対応が苦慮されている。 
４．まとめ 

 このことから、「道路構造令の解説と運用」に、一般道路での適用の設計速度 20km/h から 60km/h まで
10km/h 増の運用とは別に、自専道で適用の設計速度 80km/h から 20km/h 増の現行に、設計速度 70km/h
を追加することで、完成２車線自専道の経済的な計画が可能になるのではないかと考察する。 
 今後、自動車の安全性の向上（自己追突防止装置の普及、ＡＨＳの普及等）により、完成２車線自専道に

おいても 80km/hへの試みが増えてくるとは思われるが、「建設コスト」の問題なしに語れない現状では大き
く変わらないと考えられ、当面、設計速度問題は継続するものと考えている。               －以上－     
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